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大阪市北区茶屋町にある毎
日放送社屋。新日本放送設
立当初は阪急百貨店の屋上
にスタジオがあった　　　

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは
HP　osk-net.org

電　　話　06-6568-7731
ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

法
律　

２
月
１
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

２
月
17
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

２
月
18
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

日
時　

２
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

山
本
一
世
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
科
保
存
学
講
座
主

任
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

60
人

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
〜
近
年
の
保
存
修
復
治
療

２
月
度
生
涯
研

大
阪
市
東
部
地
区
･
北
部
地
区
講
習
会

日
時　

２
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

40
人

講
師　

 

峯
篤
史
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
歯
科
補

綴
学
第
一
教
室
講
師
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

令
和
３
年
に
お
け
る
『
接
着
歯
学
』
〜
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
治
療
に
お
い
て
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
た

め
の
知
恵

日
時　

２
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士

会
費　

 

会
員
１
院
所
に
つ
き
２
千
円
（
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
代
を

含
む
）

定
員　

50
人
（
会
員
・
家
族
限
定
）

持
参
物　

①
事
前
に
大
阪
府
へ
請
求
し
送
ら
れ
て
き
た
紙
様

式
実
績
報
告
書
②
申
請
経
費
に
該
当
す
る
領
収
書
ま
た
は

請
求
書
＋
支
払
い
の
記
録
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
の
該
当

箇
所
の
写
し
等
）
③
筆
記
用
具
、
計
算
機
他
。

※
持
参
物
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
必
ず
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
当
日
、
予
約
な
し
で
お
越
し
の
場
合
は
お

断
り
い
た
し
ま
す
。

感
染
拡
大
防
止
等
支
援
事
業
の
税
務
上
と
取
り
扱
い

と
実
績
報
告
書
の
記
載
説
明
会

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
は
、
紙
面
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。　

サ
ー
の
声
が
ラ
ジ
オ
か
ら
流

れ
た
。
新
日
本
放
送
は
現
在

の
毎
日
放
送
。
発
信
元
は
、

梅
田
・
阪
急
百
貨
店
の
屋
上

に
設
け
ら
れ
た
小
さ
な
ス
タ

ジ
オ
。
こ
の
第
一
声
の
後
、

山
田
耕
筰
作
曲
の
「
Ｎ
Ｊ
Ｂ

（
新
日
本
放
送
）
行
進
曲
」

が
流
れ
、
服
部
時
計
店
の
正

午
の
時
報
、
そ
し
て
男
性
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
が
読
む
毎
日
新

聞
ニ
ュ
ー
ス
と
続
い
た
。

　

名
古
屋
の
中
部
放
送
が
同

日
の
午
前
９
時
に
放
送
を
開

始
し
て
い
た
の
で
、
正
確
に

は
３
時
間
遅
れ
の
２
番
手
だ

が
、
同
51
年
７
月
８
日
に
テ

ス
ト
放
送
を
行
っ
た
の
は
ま

ぎ
れ
も
な
く
新
日
本
放
送
が

日
本
初
。

　

敗
戦
直
後
に
毎
日
新
聞
内

で
「
マ
ス
コ
ミ
に
は
多
元
化

と
自
由
な
表
現
が
第
１
」
と

の
議
論
が
あ
っ
た
の
が
、
一

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
放
送
は

１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
に

東
京
で
始
ま
っ
た
が
、
民
放

は
大
阪
か
ら
だ
。

　

１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年

９
月
１
日
の
正
午
前
、「
Ｊ

Ｏ
Ｏ
Ｒ　

み
な
さ
ま
の
新
日

本
放
送
で
ご
ざ
い
ま
す
。
周

波
数
１
２
１
０
キ
ロ
サ
イ
ク

ル
で
大
阪
か
ら
お
送
り
致
し

ま
す
」
と
、
女
性
ア
ナ
ウ
ン

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
把

握
で
き
な
い
場
合
、
処
方
日

数
は
７
日
間
を
上
限
と
す
る

な
ど
の
制
限
が
あ
り
、
対
面

診
療
が
必
要
あ
る
い
は
、
診

療
は
不
要
と
判
断
し
た
場
合

に
は
診
療
報
酬
は
算
定
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

算
定
の
現
状
は

応
急
的
な
対
応

　

コ
ロ
ナ
禍
で
性
急
に
導
入

さ
れ
た
も
の
の
、
大
半
の
歯

科
医
師
は
慎
重
に
受
け
止
め

て
い
る
の
が
実
情
だ
。
大
阪

府
の
担
当
者
に
よ
る
と
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
届
出
を
し

て
い
る
歯
科
医
療
機
関
は
府

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

を
受
け
、
政
府
は
２
０
２
０

年
４
月
24
日
、
電
話
や
情
報

通
信
機
器
を
用
い
た
「
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
」
の
時
限
的
・

特
例
的
導
入
を
歯
科
に
も
拡

大
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
初

診
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

保
険
診
療
が
可
能
と
な
っ

た
。歯

科
医
の
責
任

で
要
否
を
判
断

　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
で
き

る
の
は
患
者
か
ら
電
話
等
で

の
診
療
を
求
め
ら
れ
た
時

だ
。
原
則
と
し
て
処
方
を
伴

う
診
察
が
対
象
に
な
る
。
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
診

断
や
処
方
が
「
歯
科
医
師
の

責
任
の
下
で
医
学
的
に
可
能

で
あ
る
と
判
断
し
た
範
囲
」

（
厚
労
省
事
務
連
絡
）
に
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

診
療
に
あ
た
っ
て
も
、
過

去
の
診
療
録
や
診
療
情
報
提

供
書
な
ど
に
よ
り
患
者
の
口

腔
状
況
や
基
礎
疾
患
の
情
報

を
で
き
る
限
り
把
握
す
る
こ

内
で
30
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

（
12
月
末
時
点
）。
こ
れ
ま

で
の
患
者
数
は
の
べ
初
診

23
、
再
診
32
で
、
月
別
の
算

定
医
療
機
関
数
は
０
〜
６
と

全
く
普
及
し
て
い
な
い
。
報

告
さ
れ
た
診
断
名
は
歯
周
炎

な
ど
の
急
性
炎
症
が
多
く
、

処
方
は
鎮
痛
薬
が
占
め
る
。

応
急
的
な
対
応
が
ほ
と
ん
ど

だ
。

　

対
面
診
療
を
基
本
と
す
る

歯
科
治
療
の
特
性
上
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
範
囲
は
極
め

て
限
定
的
だ
。
疾
患
の
見
落

と
し
や
重
症
化
リ
ス
ク
な
ど

が
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
政
府
・
厚
労
省
が

旗
を
振
ろ
う
と
も
普
及
は
望

め
な
い
の
で
は
な
い
か
。

後
、
別
ル
ー
ト
で
放
送
局
立

ち
上
げ
を
計
画
し
て
い
た
上

海
の
放
送
局
の
管
理
経
験

者
、
後
の
南
海
電
鉄
社
長
の

寺
田
甚
吉
、
川
勝
傳
の
３
人

と
「
一
緒
に
や
ろ
う
」
と
46

年
12
月
１
日
に
手
打
ち
し
た

の
が
前
史
だ
。

　

よ
う
や
く
民
放
開
設
許
可

が
下
り
た
の
が
47
年
10
月
。

素
早
く
在
阪
の
財
界
ト
ッ
プ

が
協
力
し
、
50
年
12
月
に
新

日
本
放
送
株
式
会
社
が
発
足

し
た
。
翌
51
年
４
月
に
全
国

16
社
に
「
予
備
免
許
」
が
下

り
た
の
は
同
時
だ
っ
た
が
、

新
日
本
放
送
は
「
ガ
タ
ガ
タ

言
わ
ず
に
さ
っ
さ
と
開
局
し

て
し
ま
え
。
さ
っ
さ
と
売
り

上
げ
を
上
げ
た
ら
い
い
」
と

見
切
り
発
車
を
し
た
の
だ
。

　

経
理
・
総
務
は
京
阪
神
急

行
電
鉄
（
現
阪
急
電
鉄
）、

編
成
・
制
作
・
営
業
は
毎
日

放
送
、
技
術
関
係
は
日
本
電

気
か
ら
出
向
し
た
１
８
０
人

の
社
員
は
個
性
派
揃
い
。

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
な
い
味
を
出

せ
」「
風
変
わ
り
な
一
品
料

理
で
行
け
」
と
の
指
令
の

下
、
わ
か
り
や
す
い
ニ
ュ
ー

ス
も
臨
場
感
い
っ
ぱ
い
の
ド

ラ
マ
な
ど
も
人
気
に
。
数
年

は
赤
字
覚
悟
と
さ
さ
や
か
れ

て
い
た
の
に
、
瞬
く
間
に
黒

字
に
転
化
。
ス
ポ
ン
サ
ー
に

は
、
武
田
薬
品
、
松
下
電

器
、
早
川
電
機
、
東
洋
紡
績

な
ど
多
く
の
在
阪
企
業
が
競

う
よ
う
に
名
を
連
ね
た
の
も

さ
す
が
。

　

７
、
８
年
後
に
テ
レ
ビ
の

時
代
が
来
る
ま
で
、
ラ
ジ
オ

の
黄
金
時
代
が
続
い
た
。

井
上
理
津
子
（
い
の
う
え
り

の
戦
場
だ
っ
た
！
』
を
上
梓

し
た
（
写
真
）。
米
国
の
コ

ロ
ナ
治
療
の
最
前
線
に
立
つ

救
急
医
で
甥
の
大
内
啓
氏
が

語
っ
た
内
容
を
ま
と
め
た
。

過
酷
な
現
場

の
実
態
を
生

々
し
く
記
録

し
た
一
冊
。

ビ
ジ
ネ
ス

社
、
１
４
０

０
円
。

新
刊
を
上
梓

　

本
連
載
を
執
筆
す
る
井
上

理
津
子
氏
が
聞
き
手
と
な
っ

て
新
刊
『
医
療
現
場
は
地
獄

つ
こ
）
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

ラ
イ
タ
ー
。
著
書
に
、
こ
の

連
載
の
元
で
あ
る
『
新
版　

は
じ
ま
り
は
大
阪
に
あ

り
！
』
の
ほ
か
、『
大
阪
下

町
酒
場
列
伝
』、『
さ
い
ご
の

色
街　

飛
田
』、『
葬
送
の
仕

事
師
た
ち
』、『
い
ま
ど
き
の

納
骨
堂
』
な
ど
が
あ
る
。
故

・
大
内
弘
（
淀
川
区
開
業
）

の
長
女
。

　

厚
生
労
働
省
が
３
月
か
ら

導
入
を
目
指
す
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
で
、
顔

認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

を
申
し
込
ん
で
い
る
歯
科
診

療
所
は
全
体
の
17
・
０
％

（
１
月
３
日
時
点
）
で
あ
る

と
い
う
。
ど
の
程
度
普
及
す

る
か
未
知
数
だ
が
、
個
人
情

報
保
護
の
見
地
や
医
院
運
営

で
の
負
担
の
増
加
な
ど
い
ろ

い
ろ
と
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
、
小
規
模
な
医
院
が
多
数

を
占
め
る
歯
科
診
療
所
に
お

い
て
そ
の
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

は
多
い
と
は
言
い
難
い
。

　

そ
も
そ
も
の
前
提
で
あ
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
率
（
23
・
１
％
、
昨
年
12

月
１
日
時
点
）
を
考
慮
す
る

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

た
と
し
て
も
、
維
持
管
理
の

医
院
負
担
は
小
さ
く
な
い
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
単
に
厚
労
省

の
思
惑
だ
け
で
未
熟
で
未
成

な
シ
ス
テ
ム
が
上
意
下
達
的

に
我
々
に
押
し
つ
け
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

今
後
、
導
入
歯
科
医
院
と

未
導
入
歯
科
医
院
と
の
間
に

何
ら
か
の
診
療
報
酬
等
で
差

異
が
設
定
さ
れ
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
そ

の
社
会
的
影
響
は
見
逃
さ
れ

る
程
度
を
遙
か
に
越
え
る
。

導
入
の
判
断
は
個
々
の
歯
科

医
院
に
あ
る
の
で
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
問
題
で
は
な
い
と
の

楽
観
は
、
国
民
医
療
の
充
実

の
観
点
か
ら
い
か
が
な
も
の

で
あ
ろ
う
。

シ
ス
テ
ム
が
国
民
の
皆
様
に

広
く
認
め
ら
れ
る
と
は
思
え

な
い
。
ま
た
、
初
期
費
用
が

補
助
金
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ

早
い
開
局
へ
の
端
緒
だ
。
毎

日
新
聞
社
員
が
渡
米
し
て
商

業
放
送
を
視
察
し
た
。
帰
国

はじまりは大阪
にあり！ 井上 理津子

第12回　新日本放送（現・毎日放送）

風変わりな番組で人気
日本初のラジオ民放局

いかがなものか
森本新一（大阪狭山市）

談
話
室

談
話
室

府
内
の
届
出
わ
ず
か
30
医
院

オ
ン
ラ
イ
ン

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
考　

診
療
考　
㊥


